
苫小牧港 における 専用船 の実態

はじめに

松 沢 太郎
（苫小牧港管理組合）

現在、北海道において重点施工中の苫小牧港は、荒涼とした砂浜と火山灰地

を人工的に掘り込んで港をつくり、そこに商港と臨海工業地帯を造成しよう

とするもので、 外海に張り出された東西両防波堤は、延長約 2,400m、内陸

部に掘り込まれる港内水面積約I)420万mヘ公共岸壁延長約3,900m (24パー

ス〕 、臨海工業用地2.500万m2、を擁する一大工業港である。

今から18年前、未着工当時の苫小牧海岸は、ただ果しな喝く続く不毛の砂

丘で、2）石JIll原木の 「砂山の妙に腹這い、初恋の、いたみを遠くおもい出づ

る日」の砂山もちょうどこのような砂浜であったに相違ない。

今日、その砂浜に大規模な港湾が建設途上にあり、しかも漸く工程3分のl

程度にして道内では室蘭港に次ぎ釧路港と肩を投ベる港に成長したことは、

まさに今昔の感にたえぬものがある。

さて、苫小牧港の昭和42年における入港船舶は2.891隻、取強貨物は593万

tで、前年対比はそれぞれ143,148と著増した。

また、臨海工業地帯への企業立地動向は、38企業（所要用地637万mりの

進出が決定し、 大規模なものとしては、日本軽金属アノレミ ニウム工場（アノレ

ミニウム製錬11.6万t／年、電極6万t／年生産〉 、共同火力（25万KW2基〉 、

出光興産油槽所 （14万KL）、 日の出化学（熔成燐肥10万t／年生産〉等があ

る。 これらの工場群が稼働すれば、年間取扱貨物量は 2,600万t／年となり、

現在の室蘭港、四日市港を凌ぐほどの飛躍的な発展が予想される。

活発化する北海道の移出入とその変化

昭和34年から40年にかけて、北海道から道外府県に対する移出入総量は3〕
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1. 805万tから4>2, 969万tと65%の増加を示した。この増加率は5）道民所得の

伸び、名目で2.2倍、実質で・i.8倍の増加よりは下回ったが、このことは移出

品の大宗である石炭の増加に比べ、製造業所得が5倍、第3次産業所得が2.

5倍（いづれも名目〉と異常な伸びのためのものであった。今後北海道の飛

躍的な発展がはかられ、北海道の風土に適した産業、生活、文化が築きあげ

られるとき、の およそ20年後の北海道経済について、 百十量経済学的手法によ

って予測をした結果によれば、昭和40年における移輸出入傾l兆1.294億円は

20年後には5兆9,000億円～7兆2,000億円と5.8～6.4倍に増大するものと予想

されている。

いづれにせよ、現在においても、また将来においても、北海道と他地域聞

の物資交流はきわめて大きいものといえよう。

前述のとおり、昭和34年対40年の移出入数量は1.65倍であったが、移出の

みについてみると、移出量合計で147.4の増加となっており、品目別では、

紙パルプ278、機械器具323と大幅に増加したほかじ鉱産物、石炭、石油製品

鉄鋼金属製品等がこれに次いでいるが、なんといっても移出数量の60足以上

を占めている石炭の移出動向が北海道からの移出の大小を左右するきめ手と

なる。

つぎに、移入についてみると、移出の対34年比147.4を大きく上廻って234.

8となった。品目別では、鉱産物307.8、石炭 ・石油、製品339.2，機械器具

316.3で、これに次いで林産物258.7，出産物154.7、水産物142,9，加工食品

160,2，紙ノ勺レプ191.5，鉄鋼、金属製品190.8等がある。

このよ うに北海道の移入が、いずれの品目も土援大し、全体的にみても、昭

和34年当時の移出量対移入量の比率が4,1倍にも達し、 あっとう的に大きか

ったといわれた当時から、今日（昭和40年）ではその比率2.6倍と縮まって

きた。すなわち、それだけ移入の方がより多く増加したので、このこ とは、

この間に道内市場拡大のテンポが他府県よりも早かったことに起因すると

7〕北海道経済白書は説明している し、 め小松氏も、国内市場におけるつなが

りが増大した結果で、あると指適している。
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苫小牧港の専用船と港湾施設

北海道の地理的条件よりみて、域際物資の交流がきわめて大きいことから、

北海道の今後の一層の発展をはかるためには、流通の近代化とりわけ海運対

策が重要な課題であるが、その一環としての船舶輸送の近代化がまづとりあ
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げられなければならぬ。船舶輸送の近代化の方向と しては、大量輸送の効果

を高める、ための専用船化、高速化が大切である。同時に港湾施設・機能が船

舶の専用船化・ 高速化に即応するよう計画されてし、なければならない。この

ことは私が苫小牧港に着任してきた昭和40年当時からの持論であるが、私一

人の微力で‘はなかなか思うようにゆかない。この小稿では p苫小牧港におけ

る専用船の実態と、果してその実態に即応するよう港湾施設が整備されてい

るかどうかについて卒直に解説してみたい。

9）わが国の内航専用船は、 455隻CGIT 432, 664t）で、また本道航運業者所

有の内航タンカーは12隻である。

苫小牧港に就航する専用船は第1表のとおりで、石炭専用船18隻、 （G/T

59, 504t）、車綱専用船14重 （GIT31. 684t）、セメント専用船5隻（G/T20.8

63t）、その他L.P.G専用船、内航油槽船等がある。

第1表専用船の現状 （苫小牧港就航分〉
〈昭和42年12月日末現在〉
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いま、第I表、第一2表の両三菱から、石炭と 自動車専用船の2者について、

いま少し検討してみる。

苫小牧港からの移出鉱産品は殆んど大部分が石炭で あり（60～7、必〉、
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このうち専用船によって積み出される数量はおよそ8割である。一方、41、

42年年の両年について、 石炭専用船の入港延隻数をみると、 41年400隻、42

年566隻であるから、 両年とも一隻当り、一航海平均5千トン程度の積荷を

行ったこととなり、しかも短時間で積込み可能な近代的石炭ローダーを設備

しているので、苫小牧港は石炭荷役については専用船、石炭専用岸壁ともに

最も近代化されているといってよい。

i次に第2表の金属機械工業品のうち、移入品の大部分は自動車であり、そ

の数量は、41年3l3.084t、42年449,974tで、14隻の車綱専用船によって、 輸

送され、専用船の入港延隻数は、41年184隻、42年245隻である。道内の自

動車需要は根強いものがあり、今後の苫小牧港扱いの自動車移入台数は増大

の一途をたどるであろうから、自動車専用岸壁を設け、それより車綱流通セ

ンターに直結するよう配慮しなければならないであろう。

次に船舶の高速化であるが、苫小牧港に寄航する専用船の速力は最高15ノ

ット程度のものであるが、明年から名古屋、苫小牧間就航予定の「あおい丸」

は、船型2,620総 トン、 7給甲板で乗用車730台積み、速力19.5ノットで、「あ

いち丸」よ りは総 トン数でほぼ同様、車楠積載台数で約180台、速力で4.6ノ

ット大きく、名古屋、苫小牧間約36時間、月間7航海運航可能といわれ、国

鉄が将来、背画トンネノレの開通と全線電化による輸送力増強とスピー ドアッ

プをはかることに備えて、このような新鋭専用船が計画されているというこ

とである。このような近代的専用船のメリットは苫小牧港の施設の近代化と

歩調がそろって、はじめて生み出されるものである。いやしく も、積地、揚

地で滞船現象があるとすれば、船舶の高速化の意義は失はれる。

今後の専用船に関する課題

最近における苫小牧港をとりまく情勢をみると、次の 3つの問題が現実の

日程にあがろうと している、その問題を列記してこの稿を閉じることとする。

(1) 外航コンテナー専用船の伴う支船輸送の地域的配置の問題。

(2）原油大型タンカー受入れの問題。
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(3）輸入パノレプ、輸入チップ専用岸壁の問題。

これを要するに、カーゴ別専用岸壁の規模と配置の問題である。

（注〕 1) 一般に人造港は、その必業費のうち、堀込み費用はほぼ609杉の巨額を占

めるから、港内水面積を必災最少限度に抑えざるを得なし、。 したがって天然

の良港に比べると、港内被1壁面積は小さく、苫小牧港は室開港739万m2の60
%、小樽港406万m2とほぼ同様程度である。
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